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前
半
は
環
境
省
中
国
四
国
地

方
環
境
事
務
所
広
島
事
務
所
の

１ 

                   

          

長
瀬
拓
自
然
保
護
官
が
、
国
定

公
園
の
根
拠
法
で
あ
る
自
然
公

園
法
と
二
〇
二
一
年
に
一
部
改

正
さ
れ
た
要
点
を
解
説
し
た
。 

 

後
半
は
広
大
さ
ん
け
ん
部
の

大
崎
壮
巳
君
ら
三
人
が
、
三
段

峡
の
植
物
の
魅
力
や
同
部
の
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
博
物
展

示
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
図
鑑
に
よ
る
発
信

に
つ
い
て
発
表
し
た
。 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
三
段
峡
な

ど
国
定
公
園
内
で
跡
を
絶
た
な

い
植
物
の
盗
掘
に
警
鐘
を
鳴
ら

し
、
自
然
資
源
を
保
護
す
る
文 

  

全
長
約
十
六
㌢
、
ス
ズ
メ
く

ら
い
の
小
鳥
で
あ
る
。
オ
ス
の

背
中
が
瑠
璃
色
で
美
し
く
、
名

前
の
由
来
に
な
っ
た
。
羽
の
青

は
色
素
で
は
な
く
、
青
色
の
光

を
反
射
す
る
構
造
に
な
っ 

て
い
る
た
め
発
現
す
る
。 

オ
ス
は
「
ピ
ー
リ
ー
リ
ィ
、
ピ

ー
リ
ー
リ
ィ
」
と
澄
ん
だ
声
で

さ
え
ず
り
、
ウ
グ
イ
ス
、
コ
マ
ド

リ
と
と
も
に
「
日
本
三
鳴
鳥
」
と

言
わ
れ
る
。
名
前
も
衣
装
も
歌 

     

化
の
醸
成
が
狙
い
。
さ
ん
け
ん

は
昨
年
、
植
物
愛
好
家
を
中
心

に
「
さ
ん
け
ん
植
物
部
」
を
立

ち
上
げ
、
峡
内
の
調
査
や
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
。 

 

講
演
要
旨
は
五
月
下
旬
発
行

予
定
の
さ
ん
け
ん
新
聞
特
集
号

で
紹
介
す
る
。 

     

広
島
市
西
区
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
商
業
施
設

「
ア
ル
パ
ー
ク
西
棟
」
の
無
印

良
品
ア
ル
パ
ー
ク
店
で
四
月
二

十
二
日
か
ら
三
日
間
開
か
れ

た
、
開
店
イ
ベ
ン
ト
「
つ
な
が

る
市
」
へ
安
芸
太
田
町
か
ら
五 

 

声
も
、
い
い
格
好
を
す
る
オ
ス

の
独
り
舞
台
だ
。 

 

メ
ス
は
崖
の
窪
み
に
椀
形
の

巣
を
造
り
、
コ
ケ
や
地
衣
類
の

仮
根
な
ど
を
敷
き
詰
め
る
。
巣 

  

造
り
と
抱
卵
は
メ
ス
だ
け
が
担 

う
。
オ
ス
と
は
対
照
的
に
地
味

な
褐
色
は
抱
卵
時
、
外
敵
に
見

つ
か
り
難
く
す
る
た
め
だ
。
ヒ

ナ
へ
の
給
餌
に
は
オ
ス
が
加
わ 

 
 

                

事
業
者
が
協
賛
。
町
内
の
特
産

品
な
ど
を
販
売
し
た
。 

さ
ん
け
ん
は
前
日
の
プ
レ
オ

ー
プ
ン
か
ら
出
展
し
、
本
宮
炎

理
事
長
、
松
尾
俊
孝
理
事
、
本
宮

宏
美
事
務
局
長
が
自
然
体
験
な

ど
、
さ
ん
け
ん
の
取
り
組
み
を

１ り
、
共
同
作
業
と
な
る
。 

枯
れ
木
の
先
な
ど
で
見
張

り
、
飛
ん
で
い
る
昆
虫
を
素
早

く
捕
ら
え
る
と
、
し
ば
し
ば
元

の
枝
へ
戻
る
。
フ
ラ
イ
キ
ャ
ッ 

  

チ
ン
グ
法
と
呼
ば
れ
、
英
名
の 

B
lu

e
w

h
ite

 F
ly

ca
tch

u
e
r

は 

こ
の
習
性
か
ら
付
け
ら
れ
た
。 

 

三
段
峡
に
は
カ
ゲ
ロ
ウ
や
カ

ワ
ゲ
ラ
、
ト
ビ
ゲ
ラ
と
い
っ
た

１ 

              

説
明
し
た
。
本
宮
理
事
長
は
「
都

市
住
民
と
接
す
る
機
会
は
貴

重
」
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
た
。 

 
 

店
内
に
は
旧
松
原
小
学
校

の
廃
材
を
利
用
し
た
オ
ブ
ジ
ェ

が
展
示
さ
れ
、
同
社
と
同
町
と

の
連
携
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

協
賛
し
た
他
の
事
業
者
は
地
域

商
社
あ
き
お
お
た
、
環
（
め
ぐ

り
）、
み
あ
く
と
、
フ
ォ
レ
マ
。 

 

水
生
昆
虫
や
鱗
翅
類
な
ど
、
餌

と
な
る
昆
虫
が
多
く
生
息
し
、

営
巣
に
適
し
た
崖
も
広
く
分
布

し
て
い
て
、
生
息
環
境
に
恵
ま

れ
て
い
る
。
三
段
峡
を
代
表
す 

 
 

る
野
鳥
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。 

 

夏
鳥
と
し
て
全
国
の
渓
流
沿 

い
の
森
林
に
渡
来
し
て
繁
殖
す 

る
。
八
月
下
旬
か
ら
九
月
下
旬 

に
か
け
て
、
越
冬
地
の
東
南
ア 

ジ
ア
へ
渡
る
。 

（
上
野
吉
雄
） 

          
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

   

巣
穴
の
適
地
が
減
少
し
、
太

田
川
流
域
で
絶
滅
が
心
配
さ
れ

て
い
る
ヤ
マ
セ
ミ
の
人
工
巣
箱

を
四
月
十
五
日
、
さ
ん
け
ん
会

員
の
上
野
吉
雄
さ
ん
が
指
導
し

て
、
柴
木
川
沿
い
の
三
段
峡
ホ

テ
ル
駐
車
場
に
設
置
し
た
。 

崖
に
巣
穴
を
掘
る
ヤ
マ
セ
ミ 

の
習
性
に
合
わ
せ
、
巣
箱
は
合 

    

春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ

た
四
月
十
二
日
、
十
七
日
、
二
十

五
日
の
三
日
間
、
延
べ
四
十
五

人
が
参
加
し
て
探
勝
路
の
土
砂

や
落
ち
葉
を
撤
去
し
た
。 

さ
ん
け
ん
が
担
当
し
た
餅
ノ

木
口―

聖
湖
間
に
は
、
会
員
か 

    

全
国
の
印
刷
業
界
の
若
手
経

営
者
で
構
成
す
る

P
rin

tN
e
x
t

が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
コ 

        

  

板
の
壁
と
粘
土
質
の
土
を
詰
め

た
木
箱
を
組
み
合
わ
せ
た
。
上

野
さ
ん
の
高
校
の
同
級
生
で
三

段
峡
の
駐
車
場
を
管
理
す
る
河

野
良
久
さ
ん
が
作
成
し
た
。
今

後
、
設
置
個
所
を
増
や
し
、
保
全

技
術
を
研
究
す
る
予
定
だ
。
安

芸
太
田
町
内
で
は
最
近
、
巣
穴

が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。 

   

ら
誘
わ
れ
た
人
ら
三
十
人
が
参

加
。
五
月
一
日
開
催
の
「
日
本
茶

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
を
前
に
し
た
二
十

五
日
に
は
、
三
十
代
ま
で
の
通

称
「
流
川
さ
ん
け
ん
部
」
の
八
人

が
、
正
面
口―

女
夫
淵
間
を
丹

念
に
清
掃
し
た
。 

  
 

 

 

コ
カ
ラ
市
場
」
が
四
月
二
十
九

日
、
東
京
で
開
か
れ
、
中
国
地
区

は
さ
ん
け
ん
が
協
力
し
て
三
段

峡
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。 

 

さ
ん
け
ん
か
ら
は
イ
ベ
ン
ト

の
実
行
委
員
で
も
あ
る
瀬
尾
淳

副
理
事
長
、
本
宮
宏
美
事
務
局

長
、
大
倉
啓
司
さ
ん
、
本
宮
芳
太

郎
君
が
参
加
。
来
場
者
が
体
験

し
た
橡
餅
つ
き
が
盛
況
。
三
段

峡
の
生
き
物
な
ど
を
紹
介
、
本

宮
君
の
動
画
「
ミ
ス
タ
ー
フ
ィ

ッ
シ
ュ
」
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

南
峰
橋
、
蛇
杉
橋
、
雌
滝
、
雄

滝
、
仏
岩
な
ど
が
楽
し
め
る
。

こ
の
機
会
に
背
後
か
ら
黒
淵
を

訪
ね
る
の
も
お
薦
め
。
黒
淵
荘

も
渡
舟
も
再
開
し
て
い
る
。 

▼
背
後
か
ら 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

コ
ロ
ナ
禍
三
年
目
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、
観
光
客
は
回

復
傾
向
に
あ
る
。
正
面
口
か
ら 

  

一口メモ 

は
石
樋
ま
で
し
か
行
け
な
い

が
、
水
梨
口―

黒
淵
間
が
開
通

し
た
。
正
面
口
コ
ー
ス
に
比
べ

れ
ば
マ
イ
ナ
ー
だ
が
、
大
迫
力

の
絶
壁
・
耶
源
を
は
じ
め
王
城
、

１ 
   

オ オ ル リ 

澄んだ声 日本三鳴鳥 
 

鳥 三段峡の たち 

⑥ 

恵
ま
れ
た
生
息
環
境 

三
段
峡
の
代
表
格  

 

 

 

 

 

 

 

 新緑が見頃になった 5月 1日、鹿児島県

産の新茶を使用した「日本茶 cafe」を女夫

淵で開いた＝写真。観光客ら約 60 人が思い

がけないサービスで煎茶や抹茶の香りと

味を楽しんだ。水は茶に適した三段峡ホテ

ルの超軟水、新茶提供と運営では宇治園製

茶(尾道市)の協力を得た。小野誉里子理事

と本宮宏美事務局長が和服姿で和ませた。 

 

日本茶 cafe 新緑満喫 

  

 

 写真 

無
印
良
品
開
店
イ
ベ
ン
ト
「つ
な
が
る
市
」 

都
市
住
民
へ
さ
ん
け
ん
活
動
紹
介 

ヤ
マ
セ
ミ
の
人
工
巣
箱
設
置 

 

三
段
峡
Ｐ
Ｒ 

橡
餅
つ
き
盛
況 

探
勝
路
整
備 

「流
川
さ
ん
け
ん
部
」も 

 

 

「
景
観
の
国
宝
三
段
峡 
み
ん
な
で
守
る
特
別
保
護
地
区

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
四
月
十
六
日
、
四
十
人
が
参
加
し
て
三

段
峡
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。「
国
定
公
園
特
別
保
護
地
区
に

つ
い
て
」
と
「
三
段
峡
植
物
に
つ
い
て
」
の
二
部
構
成
。
日

本
自
然
保
護
助
成
基
金
事
業
で
、
さ
ん
け
ん
の
主
催
。 

     

環
境
省 

自
然
公
園
法
の
要
点
解
説 

広
大
さ
ん
け
ん
部 

植
物
の
魅
力
を
発
表 

東京 

特別保護地区シンポジウム 

40人が参加して開かれた「みんなで 
守る特別保護地区シンポジウム」 

子供達へ餅の丸め方を教える
本宮宏美事務局長（中央） 


